
　
11
月
23
日
（
金
）
育
成
会
主
催

の
バ
ス
ハ
イ
ク
が
あ
り
、
野
尻
湖

ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
博
物
館
に
出
か
け

ま
し
た
。
参
加
者
は
47
人
と
大
盛

況
の
企
画
と
な
り
ま
し
た
。

　
野
尻
湖
は
と
て
も
寒
く
、
小
雪

が
舞
っ
て
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も

た
ち
は
学
芸
員
の
方
の
案
内
の
も

と
、
午
前
中
、
昆
虫
化
石
さ
が
し

に
没
頭
し
ま
し
た
。
手
を
真
っ
黒

に
し
て
夢
中
で
探
す
姿
や
、
５
万

年
前
の
ネ
ク
イ
ハ
ム
シ
や
、
植
物

の
葉
っ
ぱ
、
茎
な
ど
の
化
石
を
発

見
し
、
目
を
輝
か
せ
て
喜
ぶ
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　
午
後
は
、
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
や
オ

オ
ツ
ノ
ジ
カ
の
復
元
像
の
見
学
や

　
昨
年
好
評
で
、
地

区
住
民
よ
り
開
催
の

要
望
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
た
「
田
川
公

民
館
ワ
イ
ン
講
座
」

が
12
月
12
日
（
水
）、

料
理
家
、
ソ
ム
リ
エ

の
立
澤
祥
子
さ
ん

（
渚
宮
本
）
を
講
師

に
、
20
人
の
参
加
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
座
で
は
、
立
澤

さ
ん
の
講
義
に
真
剣

に
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
ス
パ
ー
ク
リ
ン

グ
、
白
、
赤
、
デ
ザ
ー

ト
ワ
イ
ン
の
全
10
銘

柄
を
味
わ
い
、
味
の

違
い
や
オ
ー
ド
ブ
ル

と
の
相
性
な
ど
を
学

び
、
堪
能
し
ま
し
た
。

　
今
回
初
め
て
参
加
し

た
方
も
多
く
、
お
互
い

の
自
己
紹
介
を
し
つ
つ

歓
談
し
、
参
加
者
同
士

親
睦
を
深
め
た
夜
と
な

り
ま
し
た
。

（
館
報
編
集
委
員
　
野
本
）

ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
歯
の
化
石
に
ふ

れ
た
ほ
か
、
体
験
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
で
は
、
ナ
ウ
マ
ン

ゾ
ウ
の
折
り
紙
、パ
ズ
ル
、

ク
イ
ズ
、
野
尻
湖
人
に
扮

装
す
る
な
ど
し
て
楽
し
み

ま
し
た
。
館
外
へ
出
て
、

野
尻
湖
畔
の
発
掘
現
場
も

見
学
し
、
と
て
も
充
実
し

た
博
物
館
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
バ
ス
ハ
イ
ク
を
通
じ
て
、
子
ど

も
た
ち
の
仲
も
さ
ら
に
深
ま
り
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

（
館
報
編
集
委
員
　
立
澤
）

〜
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ

　博
物
館
バ
ス
ハ
イ
ク
〜

氷
河
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
！

　

田川公民館の冬休み応援企画として、１月４日（金）「やしょうまづくり」と
「書き初め講習会」が催され、小・中学生 30人が参加し、学校からの課題に取り組みました。

～厳選されたワインと
こだわりの料理を楽しむ～

飲んで学べる♪ワイン講座
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平成31年1月１日現在
総世帯数
総  人  口
　 男 　
　 女 　

1,944世帯
3,884人
1,885人
1,999人



▼
サ
ッ
カ
ー
松
本
山

雅
Ｆ
Ｃ
が
、
４
季
ぶ

り
の
Ｊ
１
昇
格
、
そ

し
て
は
じ
め
て
の
Ｊ

２
優
勝
を
果
た
し
た
。

Ｊ
２
降
格
後
、
３
位

で
プ
レ
ー
オ
フ
を
戦

う
も
勝
利
で
き
ず
、

毎
年
上
位
に
い
な
が

ら
、
惜
し
く
も
昇
格
を
逃
し
て
い

た
▼
昨
シ
ー
ズ
ン
も
２
月
の
開
幕

か
ら
１
カ
月
以
上
か
か
り
、
４
月

１
日
に
や
っ
と
１
勝
目
を
挙
げ

た
。
22
チ
ー
ム
中
も
っ
と
も
遅
い

勝
利
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
徐
々
に

順
位
を
上
げ
、
７
月
７
日
つ
い
に

首
位
に
浮
上
。
応
援
帰
り
の
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
の
中
で
結
果
を
見
て
、

一
人
静
か
に
興
奮
し
た
の
を
よ
く

覚
え
て
い
る
。
選
手
の
移
籍
も

あ
っ
た
が
何
と
か
優
勝
に
こ
ぎ
つ

け
た
▼
実
を
い
う
と
私
は
、Ｊ
１

で
強
い
チ
ー
ム
と
戦
っ
て
ド
キ
ド

キ
す
る
試
合
を
見
る
よ
り
も
、Ｊ

２
の
上
位
で
い
る
方
が
安
心
し
て

見
て
い
ら
れ
る
の
で
良
い
と
思
っ

て
い
た
▼
し
か
し
、Ｊ
１
の
知
名

度
の
高
い
選
手
た
ち
が
松
本
に
来

て
、
新
体
制
の
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
と

戦
う
姿
を
想
像
す
る
と
楽
し
み
で

し
か
た
な
い
。
早
く
ア
ル
ウ
ィ
ン

の
ゴ
ー
ル
裏
で
大
声
で
応
援
し
た

い
。

（
館
報
編
集
委
員
　
宮
城
）

　
公
民
館
文
化
委
員
会
の
活
動
の

一
つ
に
、
牧
大
根
の
漬
物
講
習
会

が
あ
り
ま
す
。

　
牧
大
根
は
歯
ご
た
え
が
独
特
で

味
も
よ
く
、
穂
高
の
牧
地
区
以
外

の
土
地
で
は
育
た
な
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
委
員
の
山
中
生
美
子
さ
ん
（
巾

上
南
）
の
有
明
の
実
家
で
牧
大
根

の
種
を
蒔
い
て
い
た
だ
き
、
９
月

中
旬
に
文
化
委
員
で
お
ろ
抜
き
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
10
〜
15
セ
ン

チ
に
育
っ
た
苗
を
約
10
セ
ン
チ
間

隔
で
お
ろ
抜
い
て
い
き
ま
す
が
、

畑
の
一
通
り
が
１
０
０
メ
ー
ト
ル

程
度
あ
り
、
し
ゃ
が
ん
で
抜
い
て

い
く
の
に
１
時
間
以
上
か
か
り
大

変
で
し
た
。

　
収
穫
は
11
月
中
旬
で
、
畑
で
大

根
を
抜
い
て
葉
を
切
り
離
し
、
専

用
の
機
械
で
洗
っ
て
、
一
袋
８
キ

ロ
に
量
る
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
で
10
回
目
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
委
員
も
作
業
に
慣
れ
て
き

ま
し
た
が
、
食
べ
る
皆
さ
ん
の
笑

顔
を
思
い
頑
張
り
ま
し
た
。

　
公
民
館
で
、
た
く
あ
ん
漬
け
の

素
、砂
糖
、塩
、小
糠
な
ど
を
量
り
、

大
根
と
セ
ッ
ト
に
し
て
、
講
習
会

に
間
に
合
わ
せ
ま
し
た
。

　
桶
だ
け
持
っ
て
公
民
館
に
行
け

ば
、
あ
っ
と
い
う
間
に
た
く
あ
ん

漬
け
が
出
来
上
が
る
の
で
、
毎
年

大
好
評
で
す
。
美
味
し
く
な
る
１

月
下
旬
に
皆
で
持
ち
寄
っ
て
、
漬

物
パ
ー
テ
ィ
ー
を
す
る
の
を
楽
し

み
に
、
今
年
の
講
習
会
も
無
事
済

ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
文
化
委
員
　
浅
輪
美
代
子
）

　
町
内
公
民
館
長
、
町
会
役
員
20

人
が
12
月
１
日
（
土
）、
貞
享
義
民

記
念
館
（
安
曇
野
市
三
郷
）
と
窪

田
空
穂
記
念
館
を
訪
れ
、
人
権
を

テ
ー
マ
に
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

田川百景
～解体される県営住宅渚ビル団地～

　国道１４３号沿いにある県営住宅渚ビル団
地は、来年３月まで解体工事に入ります。
　１９６３（昭和３８）年に建設された鉄筋
コンクリート造り、５階建ての人気の団地で
した。またひとつ、長年この地区の一部とし
て溶け込んでいた風景が変わっていきます。

【渚町　野本晃大】

※館報編集委員会では、「田川百景」として後世に伝
　えたい地域の自然・街並み等の写真を募集してい
　ます。写真にコメントを添えて田川公民館までお
　寄せください。

館報編集委員会

牧
大
根
の
漬
物
講
習
会

牧
大
根
の
漬
物
講
習
会

牧
大
根
の
漬
物
講
習
会

こ
れ
は
う
ま
い
！

町
内
公
民
館
長
・
町
会
役
員

合
同
視
察
研
修
会
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